



















   
プロジェクト実施活動を通じた人材育成の可能性 
   
－フットサルイベントの企画・運営の取り組み事例から－ 
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  (1) プロジェクト実施の背景 
  (2) プロジェクト実施の目的 
  (3) プロジェクトの活動内容 
    1) 全員での活動内容 
    2) グループ別活動内容 
  (4) 当日のイベント運営 
  (5) プロジェクト終了後の学生の自己評価 
３．プロジェクトを通じた人材育成の課題と展望 


























































施経過は図 1 に示す通りである。 図１．プロジェクト実施経過 





























































たが、各グループでの活動を主とした。毎週 1 回、演習活動の 2 コマを使って準備作業を行った。
また、リーダーについては、企業との打ち合わせや進捗状況の確認などもあり、 8 月、 9 月の夏
休み期間中も定期的にミーティングを行った。 












   
（４）当日のイベント運営 



































































































































































生自身が現在どの段階にいるのかをステージ 1 からステージ 4 までで自己評価を行うものである














































だった 4 人全員の平均値は2011年度より高くなっており、リーダー以外の 7 名は、 2 名が高くな









   
社会人力 ２年 ３年 ４年 
①働きかけ力 2.5 3.1 3.1 
②課題発見・解決力 2.4 2.9 3.1 
③創造力 2.3 2.4 3.2 
④発信力 2.1 2.7 2.9 
⑤傾聴力 2.6 3.2 3.0 
⑥柔軟性 2.5 3.4 3.4 
⑦状況把握力 2.8 2.9 3.2 
⑧主体性 2.8 2.2 3.0 
⑨計画力 2.8 2.7 2.9 
⑩実行力 2.9 2.7 3.2 
⑪規律性 2.9 2.7 3.4 
⑫ストレスコントロール 3.0 2.9 2.9 

































































   http://www.meti.go.jp/policy/kisoryoku/about.htm 











受理日 平成25年 9 月30日 
